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研究成果の概要（和文）：本研究は中世国家成立期に、当時の貴族層が自らを取り巻く現象的・観念的世界の構
造をいかに認識し、叙述したのか検討したものである。その認識は中世国家の理論基盤である本地垂迹思想を成
立させる言説として現れており、その論理を歴史書及び歌論書を通じて検討した。特に中世初期に歴史書『愚管
抄』、歌論書『拾玉集』を執筆した慈円の「道理」観に基づく歴史の認識方法、歴史叙述についての考察を行
い、人と神仏世界の相関関係を明らかにした。その関係が勅撰集『千載和歌集』から『新古今和歌集』の編纂時
期に、貴族層のなかで再構成され、浸透していったことを和歌論という歴史学ではあまり検討されていない史料
を通じて論じたものである。

研究成果の概要（英文）：This project examined how the aristocrats of the time recognized and 
described the structure of the phenomenal and ideological world surrounding them during the period 
of the establishment of the medieval state. The logic of this understanding was examined through 
historical and poetic texts. In particular, I examined Jien, who wrote the history book and the 
poetry anthology in the early medieval period, for his method of recognizing history and historical 
narrative based on his view of “Dori,” and clarified the correlation between people and the world 
of Shintoism and Buddhism. He also clarified the correlation between people and the Shinto and 
Buddhist worlds. He demonstrated that this relationship was reconstructed and penetrated among the 
aristocracy during the period from the imperial anthology “Senzai Wakashu” to the “Shinkokin 
Wakashu” through waka poetry theory, a historical document that has not been examined extensively 
in historical studies.

研究分野：日本中世史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、古代末期から中世初期の転換期に「日本」の言語の問題を通じて人と神仏の関係、そし
て自らを取り巻く現象的・観念的世界の構造をいかに認識し、叙述したのか、明らかにしたことである。それら
の認識が勅撰和歌集の編纂過程のなかで貴族層のなかで浸透し、認識され始めたことを論じた。そしてそのこと
は、この国の歴史認識や言語認識は和歌論を通じて検討されてきたことの証左であり、「日本」における歴史叙
述の問題を問う際には、和歌論も含めて検討することが必要であることを指摘した。本視座は中世国家成立期に
のみ通じるものではなく、通時的な問題として捉えうることができるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本中世国家が形成される過程において、古代の一元的な神観念から、仏教受容の深化と浄土
信仰の影響による多重構造をもつ中世的世界の構造への変容が見られる。その構造では日本は
釈迦が生まれた天竺（インド）から遠く離れた「粟散辺土」であると位置付けられ、それは古代
以来の和漢意識からの脱却であるとの側面をもちながらも、本格的な仏教思想の受容における
三国史観という新たな世界観が形成されたものとして見られている。その形成過程で様々な言
説が生じ、またこの国の歴史認識が神代から再構築された。同時代、末法思想とともに流行した
辺土思想は、自国意識が再認識される中で、この国の神々は他界の本地仏がこの世の衆生を救済
するために垂迹したものであるという本地垂迹思想に結実していく。その背景には、人間以外の
超越者の存在を否定する「凡聖不二」との理念が天台宗をはじめとする旧仏教側にあったとの指
摘もあるが、一方で、末法の世を顕密（伝統）仏教の消滅の時と捉え、絶対的存在としての救済
主を想定し、人間の自力救済を否定した法然や親鸞らの新仏教の萌芽も見られる（佐藤弘夫『神・
仏・王権の中世』、法蔵館、1998 年）。このような仏教的世界観と中世国家の成立基盤の相関関
係を解き明かす研究が、黒田俊雄の提唱した「顕密体制論」を緒としてこれまで様々な切り口で
構築されてきた（黒田俊雄『日本中世の国家と宗教』、岩波書店、1975年）。 
 上記の前提を基に、研究代表者は、中世初頭に様々な仏教的言説や仏教哲学の差異に即した歴
史認識が提唱され、それらの言説や歴史認識が、当時の貴族層の日記や歴史書、また歌論書とい
う和歌の定義や技法、その歴史が語られるものの中で多く語られたことに着目した。たとえば歌
論書では、和歌は神代から伝わる「やまとことば」で詠われるものとされ、言葉の歴史との側面
ではあるが、神代からの歴史を顧みる必要があったのだと思われる。しかし、これまでの研究に
おいて和歌論、及び和歌文学研究は国文学の領域であり、さらに歴史学や思想史研究では一次史
料に比べると実証しがたいものとして捉えられてきた。 
 しかし、言葉が国や人々の統合において極めて重要な機能を果たしてきたことは、近代の国民
国家論で想起していることからも知られ、また網野善彦氏は、中世における日本列島の多様な
「日本」論を提唱し、その「日本」意識が文字の世界を通じて浸透していたことを指摘している
（同『「日本」とは何か』、講談社、2000年）。また、西村さとみ氏は多様であった風俗を「和俗」
と「蕃俗」に峻別し、その和俗を閉じた空間に定めたことが平安京の統治空間の結節点であった
こと、そしてその現れとして十世紀初頭に編纂された『古今和歌集』仮名序・真名序が、和漢の
構図を規定していったことを明らかにしている（同『平安京の空間と文学』、吉川弘文館、2005
年）。その俎上において中世初期に頻出した歌論書、たとえば藤原俊成『古来風躰抄』や慈円『拾
玉集』、そしてその集約たる『新古今和歌集』仮名序・真名序における和歌論は、神代の歴史も
再構築しながら「日本」の言葉への再認識がなされたと捉えうるのではなかろうか。また、どの
文字で歴史叙述をなすべきか、天台座主であり歌人の慈円が一人称で歴史書『愚管抄』を著した
ことも、中世への過渡期における歴史叙述方法のあり方を問うものとして検討すべきものであ
ると思われる。 
 以上の学術的背景を基にし、和歌論と歴史書の相関関係を、仏教哲学の差異に応じた史料読解
の必要性、そして「日本」の言語認識が中世仏教的世界観の構築過程への影響を、国文学研究、
歴史学研究の双方からの検討が必要であるとの着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、当時の貴族層が自らを取り巻く現象的・観念的世界の構造をいかに認識し、それを
叙述したのか、検討を行うものである。その認識は、中世仏教的世界観の理論基盤である本地垂
迹思想を成立せしめる言説としてとみに現れているが、固有の文字を持たなかった「日本」にお
ける言葉の問題との視点から、自国の歴史をいかに語ったのかという、歴史叙述の方法をも検討
するものである。神仏の存在を言葉（和歌）とそれを帰結させた認識は、どのような論理で結び
付けられたのか。文学作品として主に使用されてきた歌論書と、歴史叙述の方法の相関関係をそ
れぞれにおける仏教論理の比較を通じて読み解くことを目的としたものである。 
 研究代表者は、本研究を遂行する予備的考察として『古今和歌集』（905 年成立）と『新古今
和歌集』（1205年奏覧）の仮名序・真名序の比較検討を行い、前者に見られた言葉をめぐる和漢
の構図は、後者では「仏」をも組み込んだ三国史観を前提として語られていることを確認してい
る（石黒志保「和歌の言葉と心―『新古今和歌集』試論」、『史創』第 2号、2012年）。また、「日
本」における言葉の問題は和歌論として表出し、その問題は『新古今和歌集』編纂において、神
仏の序列に苦慮する様子が藤原定家『明月記』に記されていることを明らかにした。これらの前
提で、和歌論という「日本」の言葉への省察を通じて、当時の貴族層が現象的・観念的世界をい
かに捉えたのか、検討を行うものである。その主な検討史料として、慈円の『愚管抄』を取り上
げるが、「日本」で初めて一人称のカナ書きで記述されたものである。この史料と、同じく慈円
の歌集『拾玉集』における言語認識を比較検討することで、「日本」の歴史叙述の方法や歴史認
識のあり方を見通すことができると考え、研究に着手した。 
 



３．研究の方法 
 本研究ではまず天台座主慈円の歴史書『愚管抄』と、歌集『拾玉集』を考察対象とし、史料ご
との思想や言語認識の分析を行った上で、慈円の歴史認識について確認を行った。慈円は天台座
主になった有力公家の九条家出身の人物であり、また藤原俊成を和歌の師としており、当時の政
治的な背景や、歴史認識を見るに好適な人物である。さらに本研究は歴史・言語認識を問うもの
であるため、両書の写本調査を行い、文字や語句の使用方法について分析を行った。具体的には、
東京大学史料編纂所「河村本」「史料本」、宮内庁書陵部「天明本」、天理大学図書館本、国立国
会図書館に所蔵される『愚管抄』の写本調査を行い、各本の史料的特徴、語句の確認を行なった。
さらに、『愚管抄』、『拾玉集』の史料読解、特に慈円の言語認識と、「道理」を基軸とした歴史認
識がどのように記されているのか精読を行った。 
 また、『大鏡』や『栄花物語』、『平家物語』などの『愚管抄』前後に著された歴史物語の記述
様式や論理を読解した上で、慈円が述べる歴史の「道理」についての考証を行った。さらに、『新
古今和歌集』仮名序・真名序、および慈円の歌集『拾玉集』における和歌の歴史認識の確認を行
い、当時の神仏の世界認識と人との関係について、その論理を含めて検討を行った。その検討に
は、特に天台宗の根本経典である『法華経』や天台本覚思想などの仏教論理を『大乗起信論』な
どの仏典との整合性を踏まえることで、当時の歴史認識、現象的・観念的世界の構造を明らかに
した。 
  
４．研究成果 
 本研究の成果として、三点が提示できる。 
 一点目は、中世初頭における天台座主慈円という当時の知識人による言語認識と、歴史叙述の
相関関係について明らかにしたことである。歴史書『愚管抄』と歌集『拾玉集』の写本調査を通
じて、歴史叙述とそれを書き表す文字の問題が関連するか分析をし、その関係が自国の文字をも
たない「日本」において、中国・天竺（インド）の文字と比較し、言語の伝達機能として劣らな
いものであると慈円が考え、その考察は当時の三国史観の根幹にある認識であることを論証し
た。さらに、その基底にある認識は、慈円は神代からの言葉である「和語（やまとことば）で詠
われるものが和歌であり、その「和語」でしかこの国の人は物事を解釈できないと考えているこ
とを論じた。それが、この国において和歌を詠む理由とされ、和歌の歴史が神仏と人の来歴にお
いて重要視されたことを明らかにした。それを前提に、慈円は歴史書『愚管抄』を『大鏡』のよ
うな対話形式でもなく、一人称の仮名書きで叙述できるとの判断に至ったのだと思われる。 
 二点目は、『古今和歌集』両序で和歌は「鬼神」という「目に見えぬもの」を、人が「あはれ」
と思わせる存在であったが、『新古今和歌集』両序では人のみならず「神仏」までもが和歌を詠
むとされたという点を指摘したことである。それは神仏が超越的な存在ではなく、人と同じ領域
―日本の国土内―に存在し、和歌を媒介にし、人と交流を行うものであると捉えられる。それは
慈円個人の認識ではなく、勅撰和歌集として公的に定義されることで、その認識が再確認され、
世に伝播したものと見られる。 
また、慈円の師であり、双方で影響を受けていたと見られる、歌人の藤原俊成は、勅撰和歌集
『千載和歌集』の選者であり、歌論書『古来風躰抄』を残している。そこでの和歌認識は、和歌
はわが国の「ことわざ」であり、「歌の道」は唐国の文の道が仏道とは異なるものであると論じ
られている。わが国に所縁ある者は、たとえば聖武天皇治世下で東大寺大仏建立が行われた際に、
行基とインドから来訪した婆羅門僧正が詠んだ和歌が残っていることに根拠を求め、この国の
者のみならず、所縁ある者は和歌を詠むとしている。その和歌の歴史が初めて記された勅撰和歌
集『古今和歌集』両序は、仮名で和歌の歴史が書かれた初めてのものであり、和歌における規範
として存在していたが、中世初期、三国史観や仏教的世界観を形成する上で、和歌の認識が変容
していった過程が影響していたことを明らかにした。勅撰集の序や、歌論書で論じられた「日本」
の言語認識が、後代の和歌認識にいかに影響を及ぼしたのか、今後検討を行う予定である。 
 三点目は、わが国で和歌論を通じて、歴史認識や言語哲学が発展してきたことの端緒を把握で
きたことである。この視点で、中世初期のみならず時代の転換期における歴史認識を歴史・文学
資料問わず検討しなければならないものであることを提起できたことが最大の成果である。 
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